
別紙 

第第 1100 回回自自動動車車安安全全シシンンポポジジウウムムににつついいてて  
 

１．開催趣旨 

地球温暖化、エネルギーセキュリティといった環境問題を背景に、ハイブリッド車、

電気自動車等の燃費性能に優れた「エコカー」の普及が本格的になってきています。一

方では、昨年のシンポジウムのテーマで取り上げた『高齢社会への対応』に向かって、

これまでの自動車の概念とは異なる「パーソナルモビリティ」などの新たな自動車の開

発が始まっています。今後これらの自動車が普及するにあたって、交通環境の変化、モ

ビリティの変化などに伴って様々な対応すべき課題が発生すると想定されます。こうし

た課題について、専門の方々に、それぞれのご立場から問題を提起して頂くとともに、

近未来の自動車社会において必要となる安全対策についてご議論頂きます。 

 

２．開催日時・場所 

主催  ： 国土交通省 

日時   ： 平成 21 年 10 月 29 日（木） 13：30～17：30 (受付開始 12：30) 

会場   ： 幕張メッセ 国際会議場２階 国際会議室 

 

３．プログラム 
13：30 開会  

    主催者挨拶 《内藤 政彦  国土交通省 自動車交通局 技術安全部長》 

 

13：40 第 1 部  講演 

「車両安全対策の現状と課題」 

   《島  雅之  国土交通省 自動車交通局 

 技術安全部 技術企画課 国際業務室 室長》 

     「事故分析部会と安全基準検討会の活動報告と今後の活動方針」 

《吉本 堅一 東京大学 名誉教授》 

     「交通事故撲滅へのシナリオ」 

《飯野 謙次 NPO 法人失敗学会 副会長》 

     「ハイブリッド自動車、電気自動車、コンパクトカーの安全対策」 

《高橋 信彦 (社)日本自動車工業会 

                      安全・環境技術委員会 安全部会 部会長》 

15：20 休憩 

 

15：40 第 2 部 パネルディスカッション 

     テーマ：新たな自動車と安全対策 

司  会 : 日本放送協会 解説主幹      《室山 哲也》 

1. モータージャーナリスト             《岩貞 るみこ》 

2. 東京大学 高齢社会総合研究機構 機構長           《鎌田  実》  

3. (独)国立環境研究所 社会環境システム研究領域 

交通・都市環境研究室 客員研究員  《小林 伸治》 

4. 茨城大学 工学部 都市システム工学科 教授    《金  利昭》 

5.  NPO 法人失敗学会 副会長 《飯野 謙次》 
6. (社)日本自動車工業会 

安全・環境技術委員会 安全部会 部会長   《高橋 信彦》 

  7. 東京大学 名誉教授                      《吉本 堅一》 

  

17：30 閉会 


